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県民の夢の実現に向けて      
 

県民の皆様へ、秋田県の新しい県政運営指針「ふるさと秋田元気

創造プラン」をお届けします。 
 
私たちは、今、大きな時代の転換期、そして先行きを見通すことが難しい時代を迎えて

います。 
経済のグローバル化が進む中で、米国の金融危機に端を発した世界同時不況の荒波は本

県にも大きな影響をもたらし、経済雇用情勢をかつてないほど悪化させているほか、国内

で最も速いスピードで進む人口減少や少子高齢化の流れは、地域活力を衰退させており、

先行き不安や不透明感を増大させています。 
 
このような厳しい状況の中で、将来に向けて希望が持てる秋田を実現するために、県民

のパワーや、本県が持てる有形無形のあらゆる力を結集して、困難に立ち向かっていかな

ければなりません。 
 
歴史的経緯を辿ってみれば、かつて、秋田は鉱物資源、木材、石油、さらには食料など、

我が国が先進国家へ成長していく上で必要となる資源を供給する誇り高い県でありました。 
こうした豊富な資源が日本の経済発展の原動力となり、秋田の経済や人口を支えてまい

りましたが、資源の枯渇や海外との競争激化の中で、資源供給型の産業構造は縮小してい

かざるを得ませんでした。 
このような時代の推移の中で秋田は、例えば、製造業であれば成長分野への参入の遅れ

や、農業であれば米偏重から脱しきれなかったことなどが、現在の厳しい状況につながっ

たことは否めません。 
 
今こそ、長らく続いてきた負の流れに「楔」を打ち込み、かつてのような自信と誇りに

満ちた豊かな秋田を取り戻すとともに、持続的な発展につなげて行くため、本県が有する

地域資源や地理的優位性などの強みを最大限に活かした「新たな成長戦略」が必要です。 
また、人口減少・少子高齢化社会の到来、地球規模での環境意識の高まり、中国やロシ

アなどの新興国の経済発展、さらには、それに伴う地下資源や食料需給のひっ迫など、時

代の必然とも言うべき国内外の時代潮流や将来展望を踏まえ、中長期的な視点に立って、

優先的・重点的に取り組む政策を選択し、戦略的に展開していかなければなりません。 
 
「ふるさと秋田元気創造プラン」は、このような考え方のもとに策定いたしました。 
そして、この『プラン』では、本県において優先的に取り組むべき課題を絞り込み、そ

の克服に向けて５つの観点から戦略を打ち出しています。 
 
まず、現下の厳しい経済・雇用情勢に的確に対応するため、雇用対策の強化に取り組む
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とともに、経済危機による混乱の後に出現する新しい社会を展望し、秋田の持てる強みを

活かす産業経済の成長戦略を打ち出すものです。具体的には、太陽光や風力などの新エネ

ルギー関連産業の創出、本県の強みである豊富な農産物を活かした食品産業の新たな展開、

そして東アジア地域との貿易の拡大など、本県産業経済の再構築に向けた取組を重点的に

進めます。 
 
秋田の元気を語るとき、農林水産業を抜きにすることはできません。国際的な食料需給

環境の変化、自給率向上に向けた国民の期待を踏まえ、今一度本県の農林水産業の持つ可

能性に着目し、農商工連携などを通じた農林水産ビジネスの創出を進めます。 
 
人口減少が急速に進む本県においては、その一因となっている少子化を少しでも食い止

めることが県勢発展の鍵と考え、結婚への支援をはじめ、脱少子化のための気運づくりな

ど、これまでよりも踏み込んだ施策を加えた総合的な少子化対策を進めます。 
 
また、本県における死亡率や医療提供体制の現状を踏まえ、がんをはじめとする生活習

慣病対策や自殺予防対策、医療提供体制の整備・充実などを重点的に進めます。 
 
人口減少や少子高齢化が急速に進む中で、小規模高齢化集落が増加しており、地域活力

の維持が課題です。また、地方分権時代を展望し、自立した地域社会の構築も急務です。

このため、従来の枠組みに囚われない新たな行政システムの構築や、多様な主体が協働し

て公共を担っていく協働社会の構築を進めます。 
 
 平成２２年４月。この「ふるさと秋田元気創造プラン」はスタートします。 
 この『プラン』の展開は、１０年後の秋田、県民にどのような暮らしをもたらすのでし

ょうか。 
私は、１０年後の市中の街角や村のあぜ道で、そして、家庭の団らんの場で、幸せを実

感し、希望を語り合う、次のような姿を思い浮かべます。（Ｐ２７ １０年後の秋田に思い

を馳せて 参照） 
 
～丘の高台に林立する風車、小川のあちこちには小水力発電、近くの道の駅や専用充電

スタンドには蓄電中の電気自動車。そんな情景の中で、秋田に立地したエコカー工場に

勤務するＡターン組の若手技術者が、秋田発の最先端技術の世界発信を妻と子どもに熱

く語る姿。 
 
～管理の行き届いた会社の農地は、黄金、赤、緑など艶やかに色づいたどこかなつかし

い景観。午前の仕事が一段落した昼過ぎ。社長の家族の近くには、一緒に会社を経営す

る県外から移住してきた若い夫婦。そして農家民宿と産直レストランを経営するオーナ

ーシェフが顔を見せます。あぜ道で、外食チェーン店との資本提携、米の海外輸出の構

想などを和気あいあいと語り合う姿。 
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 ～商店街には、オープンカフェの隣に子どもの広場と高齢者の集うサロン。ベビーカー

でどこでも行ける街の風情は妊婦さんや高齢者に優しい。にぎわう通りには、子ども

連れで歩く若い夫婦や老夫婦が往来し、お店では子育て家庭に様々な割引サービス。

街角の保育園で、今時の子育てを楽しむ若い夫婦の姿やボランティアに活躍する高齢

者の姿に秋田を支える大きなパワーを感じて微笑む園長先生と地域のお母さんの姿。 
 
～山裾の静かな村。高齢者世帯は多いが、みんな、地区の集会所を拠点に一年を通じて

山菜、農産物、キノコの加工、わら細工といった、「じっちゃん・ばっちゃんビジネス」

に取り組む従業員でもある。みんな、長い人生で蓄積してきた特技を活かし、陶芸や書

道、太極拳などの先生役を買って出る。地域が強い「絆」で結ばれている。そんな集落

のある高齢者夫婦のお宅。安心な診療所のＩＣＴ遠隔医療や便利な日用品や食料品のデ

リバリーの普及を喜び、ムラの暮らしを誇る娘と高齢夫婦の団らんの姿。 
 
  ここには、全てがリセットされた真新しい未来ではなく、なつかしさや土の臭いを残

しながら継続して築かれていく未来の姿があります。 

  そのような未来の秋田を築いていくためには、時代とともに変わらなければならない

もの、変えずに守らなければならないものをしっかりと認識することが必要です。 

  また今、家族、友人、地域社会を犠牲にしない人間らしい生き方や、安らぎ、癒し、

心の充足感など心の豊かさを実感することのできる成長が求められています。 

 
秋田は、そのような地域社会を実現できる大きな可能性を有しています。 
私は、秋田であればこそ、経済や環境、文化、コミュニティ、安全・安心など全体とし

ての生活の幸福感「グロス・ハピネス」の高い地域を実現していくことができると信じ

ています。 

 

  ○ 秋田に生まれてよかった 

  ○ 秋田に暮らしてよかった 

  ○ 人間として豊かに暮らせる 

  ○ 「ふるさと秋田」は私の誇り 

 

心からそう思え、日々の暮らしの中でしあわせを肌で実感できる「グロス・ハピネス」

にあふれる秋田を県民の皆さんとともに築いていきたいと思います。 
 

平成２２年３月 
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